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1 はじめに
大学院入学前予備教育日本語研修コース は， 主として， 文部科学省によって配置される大使館推薦国
費研究留学生および教員研修留学生を対象とした日本語集中 コースで， 毎年 4月と10月に開講し， 各
期15週75 日間のコース を提供している。 富山大学留学生セン ターでは， 1999年10月に第 1 期を開講し，
2009年3月には第19期生を送り出した。 富山大学に配置される国費研究留学生の数は少なく， 受講定
員に余裕があるため， 2000年1 0月開講の第 3 期日本語研修コース からは， 学内公募を実施して， 大学
推薦国費研究留学生や私費研究生等も受け入れている。 本稿では， 2008年 4月から開講した第18期と
同 年10月から開講した第19期について報告する。 また， 2008年7 月に実施した留学生受け入れ指導教
員に対するニー ズ調査の結果についても述べる。
2 受講者
第18期は， 文部科学省から大使館推薦国費研究留学生 1 人の配置があり， さらに学内公募による私
費留学生10人が参加し， 合計11人の学生が受講した。 第四期は， 文部科学省から大使館推薦国費研究
留学生1 人， 教員研修留学生1 人の配置があり， さらに学内による大学推薦の国費留学生や私費留学生
3人が参加し， 合計 5 人が受講した。 各期の受講者は表 1 の通りである。 10月開講の期は， 日韓プロ
グラムの予備教育生も， 本コース の一部の授業を受講することになっているが， 今年度は配置がなかった。
表1 日本語研修 コ ー ス受講者 (第18期 ・ 第19期)
1 ; 劇; 各 九 ーペ 橋 醸 事喜一い 三指導九教員 一叶
アラ エルデイン タウフィク レフアト エジプト 富山大学 済木 育夫 教授
組 佳(チョウ カ) 中 国 富山大学 森口 毅彦 准教授
張 麗(チョウ レイ) 中 国 富山大学 馬 駿 准教授
陳 坤(チン コン) 中 国 富山大学 唐 政 教授
王 学(オウ ガク) 中 国 富山大学 王 大鵬 准教授
18 孫 美 蘭(ソン ミラン) 中 国 富山大学 内田 康郎 教授
飽 畏E宗(ホウ ミンシュウ) 中 国 富山大学 馬 駿 准教授
ヲ長 会 文(チョウ カイブン) 中 国 富山大学 李 瑞雪 准教授
馬 念 念(パ ネンネン) 中 国 富山大学 馬 駿 准教授
張 丹(チョウ タン) 中 国 富山大学 王 大鵬 准教授 l
髪リ 佳 温(リュウ カイツ) 中 国 富山大学 志津田一彦 教授
ラフマル アブデルアジズ モロッコ 富山大学 久保田真功 准教授|
ディブエ ディヤ フィタ エディ コンゴ民主共和国 富山大学 門田 重利 教授
19 ボーンティップ ワイウット タ イ 富山大学 済木 育夫 教授
衡 丹 丹(コウ タンタン) 中 国 富山大学 堀田 裕弘 教授
越 丹 青(チョウ タンセイ) 中 国 富山大学 堀田 裕弘 教授
※第19期開講当初は， 私費研究生がもう1人受講していたが， 体調不良による欠席が続き， コースについていく





第四， 19期ともに， センター 専任教員5 人(加藤扶久美， 出原節子， 副島健治， 潰由美和， 後藤寛樹)
と， 非常勤講師6 人(岩本阿由美， 中 河和子， 藤田佐和子， 松岡裕見子， 要門美規， 横堀慶子)が授業
を担当し， 後藤寛樹がコー ディネー トを担当した。
4 コーススケジュール
第四期は， 2008年 4月9 日(水)に開講式， 同 年 9月8 日(月)に修了式を， 第 四期は， 2008年
10月9 日(木)に開講式， 20 09年3月 2 日(月)に修了式を行い， どちらの期も15週 75 日間の集中 授
業を行った。 各期の主なス ケジュー ルは以下の通りである。
く 第18期>
2008年 4月3 日(木)文科省配置学生:オリエンテーション






5月30 日(金)フ ィー ルドトリップ(富山市民俗民芸村・五百羅漢)
6月27 日(金) í私の国」発表会
7 月12日(土)ホー ムビジット
7 月31 日(木)"" 8月31 日( 日)夏季休業












11月21 日(金)フ ィー ルドトリップ(富山市民俗民芸村・五百羅漢)
12月23日(火)""2009年1月4 日( 日)冬季休業
2009年 1 月 9 日(金) í私の国」発表会
1月24日(土)ホー ムビジット




授業 は原則 と し て 月 曜 日 か ら 金曜 日 まで 1 日 4 コ マ で ， 日 本語 と 日 本事情， コ ン ビ ュ ー タ を 中 心 と し
た 内容で行 っ た (表 2 ， 3 参照) 0 2007年度 は， 初級ク ラ ス の文 法 1 0 コ マ 中 6 コ マ ， 中級ク ラ ス の文
法 1 0 コ マ 中 4 コ マ が 日 本語課外補講 の授業 と 合 同 で 開講 さ れて い たが， 2 008年度か ら さ ら に 初級ク ラ
ス の聴解 1 コ マ， 中 級 ク ラ ス の文法 4 コ マ ， 聴解， 会話各 1 コ マ が 日 本語課外補講 と 合 同 で 開講 さ れる
こ と と な り ， 合 同 で 開講 さ れ る ク ラ ス が増 え た 。 通常の授業 の他 に ， 学生の個人の習熟度やニーズに合
わせた指導 を行 う た め に ， 特別指導 も 行 っ た。 コ ー ス 後半か ら は， 専 門課程への橋渡 し の教育 と し て ，
自 分 の専門 に つ い て の 口 頭発表 と レポー ト 作成 を行 う 「私 の専門」 プ ロ ジ ェ ク ト も 課 し た 。
ク ラ ス 構成 と し て は， 第 四 期 は ， 受講者 を 日 本語能力 に 応 じ て初級 と 中 級 の 2 つ の レ ベ ル に 分 け ，
さ ら に 中級 ク ラ ス は受講者数 も 多 く ， 日 本語能力 に 聞 き が あ っ た こ と か ら ， 部分的 に 2 つ の能 力別 ク ラ
ス に 分 けて授業 を行 っ た。 こ れ に 対応するた め に ， 一部の授業で学生 は 日 本語課外補講で 開講 さ れて い
る 授業 に 出 席 し た 。 第 1 9期は， 中級 レ ベ ル に 該 当 す る 受講者が い な か っ た た め ， 初級 レ ベ ル の み 開 講
し たが， 午後の技能別 ク ラ ス に つ い て は学生 を 2 つ の ク ラ ス に 分 けて授業 を行 っ た。
5 . 1  時間割
表2 第1 8期 日 本語研修コース時間割
2 I 3 (10 : 30，...，12 : 00) I (13: 00:"""14 : 30) 
初級|中級1 I中級21初級|中級1 1中級2九日f昔、引1 ・・ ・ P 作文
(加藤)
コンビュータ
表3 第19期 日 本語研修コース時間割
(8 : 45，...，10 : 15) 
初級
2 
(10 : 30，...，12 : 00) 
初級
3 









(14 : 45，...，16 : 15) 
初級|中級11中級2
コ ン ビ ュ ー タ|文法
(漬 田) I (副島)
特別指導 | 読解
(漬田 ・ 後藤) I (*) 
日 本事情












※ア ス テ リ ス ク 付 き の 科 目 は， 学生の習熟度 に合わせて， ク ラ ス を 分 けて授業 を 行 っ た。
L※網か け の ク ラ ス は 日 本語課外補講 と 合 同 で 開講 さ れ る ク ラ ス で あ る 。
戸。っ“
5.2 日 本語科目
初級クラス では， 基本的な日本語文法を習得し， 運用できるようになること， 文字についてもひらが
なやカタカナ， 基本的な漢字を習得することを目的として授業を行った。 中 級クラス では， これまでに
身につけた文法や語藁の知識をもとに， 中 級レベルの文法や語藁を習得し， 運用力をつけることを目指




主教材 『みん なの日本語』初級1， II (ス リー エーネットワー ク )
『かなマス ター �( 専門教育出版)， WBasic Kanji Book� Vo1.1 ， 2 ( 凡人社)
『毎日の発音練習� (独自開発テキスト)
副教材 『みん なの日本語 初級で読めるトピック 25� Wみん なの日本語 書いて覚える文型練習帳』
『みん なの日本語初級 やさしい作文�(ス リー エーネットワー ク )， Wわくわく文法リス
ニング99�( 凡人社)， Wクラス 活動集10U Wクラス 活動集13U (ス リー エーネットワ
ー ク)， W絵とタスク で学ぶにほん ご�( 凡人社)， Wにほん ごきいてはなして�(ジャパ
ンタイムズ)， W楽しく聞こう� W楽しく話そう�( 凡人社)など
中 級クラス
主教材 『文化中 級日本語�1， II( 文化外国語専門学校)
『みん なの日本語』初級II(ス リー エーネットワー ク )
『初級日本語文法総まとめポイント20�(ス リー エーネットワー ク )
『中 級日本語文法要点整理ポイント20�(ス リー エーネットワー ク )
『新・毎日の聞き取り50 日 上一�( 凡人社)
『会 話に挑戦!中 級前期からの日本語ロ ー ルプレイ�(ス リー エーネットワー ク )
『話せる日本語 360枚のカー ドで学ぶ中 級会 話�(アルク )
WIntermediate Kanji Book� Vo1.1 ( 凡人社)
『毎日の発音練習�( 独自開発テキスト)
5.3 日 本事情
学内から国際交流学生ボラ ンティアとして募集した日本人学生との交流・活動を通して， 日本社会 に
ついて学び， さらには習得した日本語を実際に使う機 会 を提供する。




タカナ， さらに漢字なども使って， 正しい日本語の入力ができるようになることを目指す。 また， あわ
せて， 大学での勉学に必要な基本的な情報リテラシー の習得も目指している。
留学生には， 日本語のコンビュータ用語が漢字語やカタカナ語が多いために難解であること， 促音や
劫音などの特殊音の入力が難しいなど， 特有 の問題があるが， それを克服できるように指導することが
大きな目的である。 また， 専門課程での勉学に備えて， ワー プロ ソフトや表計算ソフト， プレゼンテー
ションソフトなどを使えるようになることも目指し， 同 時 に日本語での電子メ ー ルの書き方， インター
ネットの使い方， およびそれに付随する著作権やセキ ュリティ対策などについても指導を行った。
[使用テキスト] W日本語学習者のためのアカデミックインフ ォメ ーションリテラシー 』
( 独自開発テキスト)円iつ山
5.5 口頭発表プロジェク卜
5. 5. 1 口頭発表プロジェク ト
日本語研修コースに在籍する留学生は， その多くが大学院へ進学する予定の学生であり， コース が始
まって半年後にはそれぞれの専門 課程に進ん で専門 の勉強や研究を始 めなければならない。 本コース で
は， 留学生がそれらの活動を効率的に進 められるように， スピ チー発表会で自分の専門 の内容について，
これまで学ん できたこと， これから大学院で学びたいことを簡単に説明する口頭発表を行い， さらにレ
ポートにまとめるというプロジェクトを学生に課している。 教員研修留学生には， 自国の教育制度を説
明し， 富山大学で学びたいことについて話すという課題を課している。 この活動は， 一般日本語， コン
ビュータ， そして専門 の学習が一体となって行われるものである。
具体的には， 留学生は自分の専門について， 専門 用語を調べたり， 必要な情報をイン ターネットなど
から得たり， あるいは必要に応じて所属研究室の指導教員や学生に質問したりした上 で， 作文の時 間に
発表原稿を作成する。 また， コンビュータの時 間には， フレゼンテーションソフトを使用してスライド
を準備する。 その後練習を重ね， 最終的には， コース修了前に開催されるスピ チー発表会で， 作成した
スライドを示しながらフ レゼン テーション を行った(5 .5 .2 参照)。 さらに， 学生は発表原稿を元にして
レポートを作成し， そのレポートをまとめて， 研修コース修了レポート集 『らいちょう』として発行し
た(5 .5 .3参照)。
5.5.2 スピーチ発表会
スピ チー発表会 は， 第四期は2008年 9月 2 日(火)に， 第四期は2009年 2月17 日(火)に， それ
ぞれ午後1 時 半より開催した。 第18期は21人， 第19期は24人の出席者があった。 出席者は学生の指導
教員やセン タ にー関係のある教員， 学務部学生支援グルー プ留学支援チーム職員， ホストファミリー ，
富山大学の日本人学生などである。
留学生は， 発表会に向けて， 指導教員， 同じ研究室の先輩留学生， 日本人学生に協力してもらいなが
ら熱心に準備を進めた。 授業時 間以外にも発表の原稿をチェック した仏 教員が原稿を朗読しテー プに
吹き込 んだものを作成して学生に渡すなどして， 指導にあたった。
5.5.3 修了レポー卜集作成
スピ チー発表会で口頭発表を行った原稿をもとにレポートを作成し， 修了レポート集 『らいちょう』
として発行した。 留学生は各自の専門についてのレポートを作成した他， それぞれの期の中 表紙， 寄せ
書き， 写真のページなどを共同で作成した。 学生たちは， 各自の能力を発揮し， 話し合いを進めながら，
コンビュータの授業で学んださまざまな文書の作り方などを能率良く活かし， 完成度の高い文集を作り l 
上げた。
6 成績評価
初級クラス では， メ インテキスト( wみん なの日本語�)に基づく定期試験および文字・漢字の試験
を実施し， 中 級クラス では， メインテキスト( w文化中 級日本語�)に基づく定 期試験を実施し， 聴解，
会 話， 漢字のクラス でもそれぞれ試験を実施した。 また， 口頭発表プロジェクトについても， 原稿と発
表会当日の発表を教員が採点し， プロジェクトの成績を出した。 コース修了時に， 定 期試験， その他の
試験， 口頭発表プロジェクトの成績を総合して， コース全体の成績判定 を行い， コースへの出席率も含
めた成績表を作成して， 受講者本人と指導教員へ通知した。
7 コース評価
日本語研修コース では， コース改善に役立てるために， コース終了時 にコース エバリュエーション の
28 
アン ケートを行っている。 実施前に， 成績等には全く影響 しないことを伝えた上で， 授業の内容， テキ
スト， 教師の教え方， コンビュータ授業， 口頭発表プ ロジェクト， 日本人学生 と の時 間， ホームステイ・
ホームビ、ジットについて， 調査を行った。 それぞれの期のコース 評価の結果を表4 ， 表5 に示す。 なお，
回答 方法は， 5 段階で評 点をつけるものと， 与 えられた選択肢から該当する答 えを選択 するものとがあ
るが， 回答 結果については後者の結果のみを掲載している。 また， 自由意見 は日本語または英語で記入
させ， 英語か ら日本語への翻訳 ， 日本語の訂正はコー ディネーター が行った 。
表 4 第18期 コ ー ス評価
質問及び回答結果 自 由 意 見
( コ ー ス全体)
コース は役に立ったか:5 段階 評 点
ス ケジュー ルはどうだ、ったか:
忙 しすぎ る1人， 忙 しい6人，
ちょうどいい4人
日本語は上達 したか: した5人， 普 通6人
( 日 本語の授業)
授 業はどうだったか :5 段階 評 点
教科書はどうだ、ったか:5 段階 評 点
ハ ン ドアウトはどうだ、ったか:5 段階 評 点
教 師の教え方はどうだ、ったか:5 段階 評 点
( テ ス ト )
テストはどうだ、ったか:5 段階 評 点
テストは多かったか:
多い5人， ちょうどよ い3人， 少ない3人
( コ ン ビ ュ ー タ 授業)
日本へ来 る前に
コン ヒ。 ユ ータを{吏 ったことカT あるか:
ある11人
メ ールやイ ン タ ーネ ッ ト を使 っ た こ と が あ る か :
両 方11 人
どん なソフトウ ェアを使っていたか:




授業は役に立 ったか:5 段階 評 点
テキストはどうだ、ったか:5 段階 評 点
教え方はどうだ、ったか:5 段階 評 点
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( 口 頭発表プ ロ ジ ェ ク 卜 )
プロジェクトはたいへんだったか :
たいへん8人， ふつう3人
プロジェクトは役に立ったか : 5 段階評点























( どん なところ が楽しくなかったか)
回答 なし
( íいいえJ の場 合 : どん なところ に行きたいか)
. 日本の文化がよりはっきり表れているところ
( íいいえ」の場合 : いつ行きたいか)
回答 なし
( どん なところが楽しかったか)
















- 楽しかったが， 日本人の数が少 ない。
( ど うしてそう思うか)




「郷 に入っては郷 に従 え」 だから。 (2人)




- 留学は学びながら， 視 野を広 げることだから。








表 5 第19期 コ ー ス評価
自 由 意 見
( コ ー ス全体)
コース は役に立ったか : 5 段階評点
ス ケジュー ルはと、うだ、ったか :
忙 しすぎ る1人， 忙 しい3人，
ちょうど いい1人
日本語は上達 したか : した4人， 普 通1人
- 忙 しいス ケジュー ルだが， 役に立つ。 楽しかった。
( 日 本語の授業)
授業はど うだ、ったか : 5 段階評点
教科書 はど うだ、ったか : 5 段階評点
ハ ン ドアウトはど うだ、ったか : 5 段階評点
教師の教え方 はど うだったか : 5 段階評点
- わかりやすい
( テ ス ト )
テストはど うだ、ったか : 5 段階評点
テ ス ト は多か っ た か :
多い3人， ちょうど よい2人
1i つd
(コ ン ビュ ータ授業)
日 本へ来 る 前 に
コ ン ビ ュ ー タ を 使 っ た こ と が あ る か :
あ る 5人
メ ールやイ ン タ ーネ ッ ト を使 っ た こ と があ る か :
両方5人
ど ん な ソ フ ト ウ ェ ア を 使 っ て い た か
MS Word 5 人 ， MS Exce1 5人，
MS PowerPoint 5人
日 本語環境で使 っ た こ と が あ る か
あ る 1 人 、 な い4人
授業は役 に 立 っ た か : 5 段階評点
テ キ ス ト は ど う だ、 っ た か : 5 段階評点
教 え 方 は ど う だ、 っ た か : 5 段階評点
( 口 頭発表プ ロ ジ ェ ク ト )
プ ロ ジ ェ ク ト はた い へ ん だ、 っ た か :
た い へ ん 1 人 ， ふ つ う 2人， か ん た ん2 人
プ ロ ジ ェ ク ト は役 に 立 っ た か : 5 段階評点
発表会 は役 に 立 っ た か : 5 段階評点
- 時間 が短か っ た0
. 準備 の 時 間 は も う 少 し 長 い方が い い 。
(見学)
見学は楽 し か っ た か :
は い 5 人
見学場所 は適 当 だ、 っ た か :
は い 5人
見学の 時期 は適 当 だ、 っ た か :
は い 5人
( ど ん な と こ ろ が楽 し か っ た か )
. 日 本 の 文化が よ く わ か る 。
- 日 本 の 文化 を 見 る こ と がで き た 。
- い ろ い ろ な 日 本文化 を 習 っ た し ， 友達がで き た 0
・ み ん な で一緒 に 写真 を 撮 っ た 。
- 毎 月 1 回行 き た い 。
(ホー ム ビジ ッ 卜) 参加 した4人の回答
ホ ー ム ビ ジ ッ ト は楽 し か っ た か :
は い4人
ホ ー ム ビ ジ ッ ト の 時期 は適 当 だ、 っ た か :
は い4人
( ど ん な と こ ろ が楽 し か っ た か )
- 日 本人 は と て も 親切 だ し ， 日 本語 の 練習がで き た
. 日 本文化 を勉強 し た 。
- 日 本料理 を食べた り ， ホ タ ルイ カ を見た り し た 0
. 滑川 市 の ホ タ ルイ カ を見た。
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( 日 本事情)
日 本人 と 一緒 に勉強す る の は ど う だ、 っ た か ・ と て も 役 に 立 っ た 。
- と て も 大切 だ。
- あ り が と う ご ざ い ま し た 。
- 役 に 立 っ た し 楽 し か っ た 。 日 本語 を 勉強 し た り ，
折 り 紙 を 習 っ た り ， 日 本文化 を 習 っ た り ， 日 本
人 の友達がで き た り し た 。
- と て も お も し ろ か っ た 。
日 本 の 文化 を 知 ら な けれ ばな ら な い と 思 う か :
思 う 5人 ( ど う し てそ う 思 う か)
・ ど こ に住 ん で い て も ， そ こ が 自 分 の 場所 に な る
か ら 。
- 日 本 に住 ん で い る か ら ， 日 本 の文化 を 知 る こ と
は大切。
- 文化 はそれぞれ異な る か ら 。
- さ ら に 日 本人 と 交流 で き る し ， た く さ ん 日 本人
の 友達がで き る か ら 。
- た く さ ん勉強 し な けれ ばな ら な い と 思 う 。
こ の コ ー ス は 1 日 4 コ マ ， 7 5 日 間 の 集 中 コ ー ス と い う こ と も あ り ， 受講者 の 中 に は研究活動 を 同 時
に 進 め な が ら 受講 し て い る 留学生がい る た め ， ど う し て も ス ケ ジ ュ ールが忙 し い と と ら え ら れて し ま う
傾 向 が あ る 。 と は い え ， 第 1 8 ， 1 9期 と も に ， コ ー ス は役 に 立 っ た か と い う 問 い に 対 し て ， 5 段 階評価で
も 平均4. 7 以 上 の 回答が得 ら れて い る こ と か ら ， 受講者の コ ー ス へ の 、満足度 は 高 か っ た と 言 っ て よ い だ
ろ う 。 自 己 の 日 本語 の 上達度 に つ い て の 間 い に ， 多 く の学生が 「上達 し た 」 と 答 え て お り ， こ の 点か ら
も 受講者 の コ ー ス へ の 満足度 の 高 さ が う か が え る 。
日 本語 の 授業や テ ス ト に つ い て の 問 い で は ， 教科書お よ びテ ス ト に 対す る 1 8期 の 受講者 の 評価がや
や低 く な っ て い た 。 主 に 中 級 ク ラ ス の 受講者 の 評価が低か っ た こ と に よ る が， こ れ は2008年度か ら 中
級 ク ラ ス は午前 中 の すべて の授業が 日 本語課外補講 と の 合 同 ク ラ ス と な っ た こ と に よ っ て ， 授業 の 進 め
方な ど が こ れ ま で と 大 き く 変わ っ た こ と が影響 し て い る と 考 え ら れ る 。 今後 も ， 中 級 ク ラ ス は 同 様 の 形
態 で 開 講す る こ と に な る の で ， ど ち ら の フ ロ グ ラ ム の 受講者 に と っ て も 有益な授業内容が提供で き る よ
う に ， 日 本語課外補講 の コ ー デ ィ ネ ー タ や 中 級 ク ラ ス の授業担 当 者 と も 連携 を はか り な が ら ， 使用 教科
書 の選定， 授業ス ケ ジ ュ ール の 立案等， 指導 の 内容 を検討 し て い く 必要があ る 。
コ ン ビ ュ ー タ の授業や 口 頭発表 フ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も ， 概ね高 い 評価 を 得て い る 。 最近で は， 来 日
前 に既 に 母語環境 あ る い は英語環境 の コ ン ビ ュ ー タ を 使 い こ な し て い る 留学生が ほ と ん ど で あ る が， そ
れで も コ ン ビ ュ ー タ の授業への評価は高 く ， それだ け 日 本語環境で の コ ン ビ ュ ー タ の 使用 は留学生 に と
っ て 困難 を 伴 う も の だ と 言 え る だ ろ う 。 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト は， それぞれの 専 門 に つ い て 日 本語で説
明 す る と い う プ ロ ジ ェ ク ト で あ る が， 短期間で準備 を し な けれ ばな ら な い た め ， それが大変 だ と と ら え
ら れて い る よ う で あ る 。 特 に ， 第 四期 は ス ケ ジ ュ ー ル の 都合で準備期 間 が い つ も の 期 よ り も 短か っ た
こ と も あ り ， 自 由 記述で も 「準備 の 期 間 は も う 少 し 長 い 方が い し リ と い う 回答が得 ら れた 。 今後 は学生
の負担が少 し で も 少な く な る よ う に ， ス ケ ジ ュ ー ル の 調 整 を 行 う 必要があ る 。
見学， ホ ー ム ス テイ ・ ホー ム ピ ジ ッ ト ， 日 本事情 に つ い て も 概ね い い 評価が得 ら れた 。 特 に ， 教室以
外 の 場 で習 っ た 日 本語 を 使 っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を し た り ， 日 本 の 文化や若 い 日 本人 の考 え 方 に つ い
qJ 円tu
て 学ぶ機会が あ っ た こ と に つ い て ， よ か っ た と 感 じ て い る よ う で あ る 。 日 本事情 に つ い て は ， 第 1 8期
の 受講者 の 回答 に 「 日 本 人 学 生 の 数 が少 な い 」 と い う 記述 が見 ら れ る 。 第 四 期 は受講者 の 数が比較的
多 く ， そ の こ と も 日 本人学生 の 少な さ を 感 じ る 要 因 と な っ て い る と 思わ れ る 。 日 本人学生 は ， 国 際交流
学生ボ ラ ン テ ィ ア と い う 形で こ の授業 に 参加 し て い る が， 彼 ら に と っ て は単位 の 出 な い 授業で あ る こ と
な ど も あ っ て ， 異文化理解や留学生 と の交流 に 関心 を 持つ 学生 を 多数確保す る の は難 し い状況が あ る 。
し か し ， 留学生 に と っ て は， 身 に つ け た 日 本語で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を す る 場で あ っ た り ， それぞれ の
文化 に つ い て相互 に 理解 し 合 う の に よ い 場で あ る と と ら え ら れて い る の で ， 国 際交流学生ボ ラ ン テ ィ ア
の 募集 を ど の よ う に 行 い ， こ の よ う な活動 に 関心 を 持つ で き る だ け多 く の 日 本人学生 を ど の よ う に し て
確保 し て い く か と い う こ と も 検討 し て い か な ければな ら な い と 言え よ う 。
8 富 山 大学留学生受け入れ指導教員に対するニーズ調査
第 1 章で も ふれた よ う に ， 富 山 大 学 に 配置 さ れて く る 文部科学省か ら の 国 費研究留学生お よ び教員研
修留学生 の 数 は極 め て 少 な く ， こ こ 数年 は 0 """-' 2 人 の 間 で推移 し て い る 。 そ の た め 日 本語研修 コ ー ス で
は， 学内公募 を 実施 し て 受講者 を 募 っ て い る が， それで も ， 受講者数が多 く な い 期 も あ る 。 ま た ， 各学
部 の研究生受 け入れ方針 に も 変化が見 ら れ， 研究生 と し て 富 山 大 学 に 在籍す る 新規 の 留 学 生 の 数 は前期
に 多 く ， 後期 は少 な い と い う 状況 に あ る 。 今後 も 同 様 の 状況が続 く こ と が予想 さ れ， 研修 コ ー ス と し て
開講す る ク ラ ス の レ ベ ルや数 を検討す る 必要が あ る と 考 え ら れ る 。 そ こ で， 学 内 の 留学生受 け入れ指導
教員 に対 し て ， 日 本語研修 コ ー ス に対す る ニー ズ調査 を 実施 し た 。 本章ではその結果 に つ い て報告す る 。
8 . 1  調査対象者 と 調査方法
調査 は ， 過去 5 年 間 に 日 本語研修 コ ー ス を 修 了 し た 留 学生 の 受 け入れ指導教員 34人 と ， 日 本語研修
コ ー ス は 受講 し て い な い が ， 過去 3 年 間 に研究生 と し て 留 学 生 を 受 け入れた実績 の あ る 指導教員2 8 人
の合計62 人 を 対象 と し て ， 2008年 7 月 に 実施 し た 。 質 問 用 紙 を 送付 し ， 記入 し て も ら う と い う 形 を と
っ た 。 42 人 の 教 員 か ら 回答が得 ら れ， 回収率 は6 7 . 7 % で あ っ た 。 質 問項 目 は ， 教育 ・ 研究活動で の 使
用 言語， 留学生 に と っ て必要な 日 本語能力 に つ い て の指導教員 の 意識， 日 本語研修 コ ー ス へ の ニー ズ の
3 つ に 分 け ら れ る 。 本稿で は， 留学生 に と っ て必要な 日 本語能力 に つ い て の 指導教員 の 意識 と 日 本語研
修 コ ー ス へ の ニ ー ズ の 2 つ に つ い て ま と め る 。
回答者 の 所属部局 と 専 門 分野 を 表 6 ， 7 に 示す。
経済 : 経済学 部， 理 : 理工学研究部( 理学 領域) ， 医 : 医学 薬学 教育部( 医学 領域) ， 
薬 : 医 学 薬学 教育部( 薬学 領域) ， 工 : 理工学 教育部( 工学 領域)
その 他 : 極東地域研究セ ンター， 和漢医薬学総合研究所 ， 各 1
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8 .2  留 学生に と っ て必要な 日 本語能力 についての 指導教員の意識
受 け入れた留学生 の 大学生活 に お け る 日 本語能力 の 必要度 を 指導教員が ど の よ う に 意識 し て い る か に
つ い て見 る た め に ， 大学 に お け る 諸手続 き ， 日 常生活一般， 研究室で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ， 研究活動
の 各場面で 日 本語が ど の程度必要 と 考 え て い る か を 尋ねた。 研究活動 に つ い て は， 論文作成， 口 頭発表，
専門書 ・ 論文の講読， ゼ ミ ・ 授業への参加， その他の 5 つ の場面 を 設定 し た。 それぞれの場面 に対 し て ，
回答者が考 え る 日 本語能 力 の 必要度 を 「必須J I で き た方が良 い J I少 し で き れ ばよ い J I必要な い 」
の 4 段階で判 定 し て も ら っ た 。 表 8 "" 1 0 に 人文 ・ 社会系 ， 理 工 系 ， 医薬系 の 3 つ の 分野別 に 見 た 回答
結果 を示す (最 も 多か っ た 回答 を網か けで示 し た ) 。
人文 ・ 社会系 の 専 門 分野で は， すべて の 場面 に お い て約 9 割以上 の 指導教員が 日 本語 は 「必須」 ま た
は 「で き た方がよ い 」 と 答 え て お り ， 全体的 に 日 本語能 力 の 必要度 は 高 い と 考 え ら れて い る こ と がわ か
る (表 8 ) 。 こ れは， 人文 ・ 社会系 の 場合， 講義や ゼ ミ は 日 本語で行われ る の が ほ と ん ど で あ る こ と ，
ま た ， 論文 の 作成や 口 頭発表な ど も 日 本語でな さ れ る こ と に 起 因 し て い る と 思わ れ る 。 研究活動 の そ の
他 と し て ， ITAな ど ( で き た方がよ い ) J I就職活動 (必須) J I調査 (必須) J が挙 げ ら れて い た 。
表8 指導教員が考え る 留 学生の 日 本語能力 必要度 (人文 ・ 社会系)
必須 で き た方 少 し で き 必要な い 無回答が よ い ればよ い
大学 に お け る 諸手続き O( 0 .0%) O( 0 . 0%) O( 0 .0%) 
日 常生活一般 O( 0 . 0%) O( 0 . 0%) O( 0 .0%) 
研究室で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン O ( 0 .0%) O( 0 . 0%) O( 0 . 0%) 
研究活動 (論文作成) 1 (1 1 . 1%) O( 0 .0%) O( 0 . 0%) 
研究活動 ( 口 頭発表) 2(22 . 2%) 1 (1 1 . 1%) O( 0 .0%) . O ( 0 .0%) 
研究活動 (専門書 ・ 論文講読) 1 (1 1 . 1%) O( 0 . 0%) O( 0 . 0%) O( 0 .0%) 
研究活動 (ゼ ミ ・ 授業) 3 (33 .3%) 1 (1 1 . 1%) O( 0 .0%) O( 0 .0%) 
理工系 の 専 門分野で は， 人文 ・ 社会系 と 比べて 日 本語能 力 の 必要度 はやや低 く 捉 え ら れて い る こ と が
わ か る (表 9 ) 。 と、 の 場面 に お い て も 「必須」 と い う 回答の割合は人文 ・ 社会系 よ り 低か っ た。 し か し ，
大学 に お け る 諸手続 き ， 日 常生活一般， 研究室で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 3 場面では， I必須J I で き
た方がよ い 」 と い う 回答が75 % を 超 え ， 基本的 な 日 本語能 力 の 必要度 は高 く 捉 え ら れて い る と 言 え る 。
研究活動 に つ い て は， 論文作成， 口 頭発表， 専 門 書 ・ 論文講読の 3 つ の場面で 「必要な い 」 と い う 回答
がやや多か っ た 。 こ の う ち ， 口 頭発表 の 能 力 に つ い て は， I必須J I で き た方がよ い 」 を合わせた 回答
数が 「少 し で き ればよ い J I必要な い 」 を 合 わせ た 回答数 を 少 し 上 回 っ て お り ， 話す力 の 必要度 は， 読
む 力 ， 書 く 力 と 比べてやや高 い と 言 え る 。 読 む 力 ， 書 く 力 の 必要度が低 い の は， 理工系 の 場合， 特 に 国
際学会 へ の 論文投稿は英語 に よ る 場合が多 く ， それが こ の 結果 に影響 し て い る と 思わ れ る 。 研究活動の
そ の他 と し て ， I野外調査 ( で き た方がよ い ) J I カ タ ロ グ に よ る 注文 ( で き た方がよ い ) J I講習会
に 出 る ( で き た方がよ い ) J が挙 げ ら れて い た 。
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表 9 指導教員が考え る 留 学生の 日 本語能力 必要度 (理工系)
必須 で き た方 少 し で き 必要な い 無 回答が よ い れ ばよ い
大学 に お け る 諸手続き 4(23 . 5%) 2(1 1 . 8%) l ( 5 . 9%) O ( 0 .0%) 
日 常生活一般 3( 1 7 . 6%) O ( 0 .0%) l ( 5 . 9%) l ( 5 . 9%) 
研究室で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 3( 1 7 . 6%) 4(23 . 5%) O ( 0 .0%) O ( 0 .0%) 
研究活動 (論文作成) 3( 1 7 . 6%) 5(29 .4%) O ( 0 .0%) 
研究活動 ( 口 頭発表) 5(29 .4%) l ( 5 . 9%) O( 0 . 0%) 
研究活動 (専門書 ・ 論文講読) 2(1 1 .8%) l ( 5 . 9%) 
研究活動 ( ゼ ミ ・ 授業) 2(1 1 . 8%) O ( 0 . 0%) 
医薬系 の 専 門 分野 も 理工 系 と ほ ぼ 同 様 の 傾 向 を 示 し た (表 1 0) 。 人文 ・ 社会 系 と 比べ る と 日 本語能
力 の 必要度はやや低 く 捉 え ら れ， ど の 場面 に お い て も 「必須J と い う 回答 は人文 ・ 社会系 よ り も 割合が
低か っ た 。 し か し ， 理工系 と 同様 に ， 大学 に お け る 諸手続 き ， 日 常生活一般， 研究室で の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 3 場面 で は ， I 必 須 J I で き た 方 が よ い 」 と い う 回答が7 5 % を 超 え ， 基 本 的 な 日 本語能 力 の
必要度 は高 く 捉 え ら れて い る 。 理工系 と 異 な る 点 は ， 研究活動の 4 つ の場面で 「必須」 と い う 回答がな
か っ た こ と で あ る 。 研究活動 の 各場面 に つ い て は， 回答 の 分布が理工 系 と やや 異な っ て い る 項 目 が あ る
も の の ， 概ね 同 様 の 傾 向 を 示 し て い る と 言 っ て よ い だ ろ う 。 研究活動 の そ の他 と し て ， I実験 に つ い て
の 討論 (必要な い ) J が挙 げ ら れて い た 。
表10 指導教員が考え る 留 学生の 日 本語能力 必要度 ( 医薬系)
必須 少 し で きればよ い
大学 に お け る 諸手続き 2(12 . 5%) 4(25 .0%) 
日 常生活一般 3(18 .8%) 4(25 .0%) 
研究室で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 3 (18 . 8%) 3 ( 18 .8%) 
研究活動 (論文作成) O( 0 .0%) 4(25 .0%) 
研究活動 ( 口 頭発表) O( 0 . 0%) 2 (12 . 5%) 
研究活動 (専門書 ・ 論文講読) O( 0 .0%) 5(3 1 . 3%) 
研究活動 ( ゼ ミ ・ 授業) O( 0 . 0%) 3 ( 18 .8%) 
必要な い | 無 回答
0( 0 .0%) I O( 0 .0%) 
O ( 0 .0%) I O( 0 . 0幼
O( 0 .0%) I O( 0 .0%) 
O ( 0 . 0%) 
O ( 0 . 0%) 
O ( 0 .0%) 
2(1 2 . 5%) I O( 0 . 0%) 
回答の 「必須J I で き た方がよ い 」 を 日 本語能力 の 必要度が高 い も の ， I少 し で き れ ばよ い J I必要
な い 」 を 日 本語能 力 の 必要度が低 い も の と し て ， 分野間 で 回 答 に 有意差が見 ら れ る か ど う か調べて み る
と ( フ イ ツ シ ャ ー の 直接確率 に よ る ) ， 人文 ・ 社会系 と 理工 系 の 間 で は ， 論文作成， 専門書 ・ 論文講読
の 2 場面で有意差が見 ら れ ( い ずれ も p<0 .05) ， 人文 ・ 社会系 と 医薬系 の 間 で は， 論文作成， 口 頭発
表， 専 門 書 ・ 論文講読 の 3 場面で有意差が見 ら れた (それぞれ， p<0 .05 ， p<0 .05 ， p<O . O l ) 。 理工 系
と 医薬系 の 聞 に は有意差は見 ら れな か っ た 。 ア カ デ ミ ッ ク な場面で の 読み書 き の 力 に つ い て の 必要度 の
認識 は， 文系 の 指導教員 と 理 系 の 指導教員 と で差 が あ る と 言 え る だ ろ う 。
8 .3  日 本語研修コースに対する指導教員の ニーズ
8 . 3節 で は ， 日 本語研修 コ ー ス に 対す る 指導教員 の ニ ー ズ に つ い て見 る 。
ま ず初 め に ， 指導学生 に 日 本語研修 コ ー ス を 受 け さ せた こ と が あ る 指導教員 (全回答者42人 中 21 人)
に ， 日 本語研修 コ ー ス を 受講 さ せた理 由 と ， 日 本語研修 コ ー ス を 受講 し て成果が あ っ た と 思 う か ど う か
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に つ い て尋ねた。 日 本語研修 コ ー ス を 受講 さ せた理 由 に つ い て は， 8 つ の選択肢か ら 該 当 す る も の を 選
ん で も ら っ た (複数回答可) 。 表 1 1 は， そ の 回答結果 を ま と め た も の で あ る (上位 2 位 ま で の 回答 を
網か けで示 し た) 。 分野 に よ っ て も 異な り が あ る が 全体的では 「 日 本 で の 生活 に必要」 が一番多 く ，
「講義やゼ ミ で必要」 と 「本人が希望J が同率でそれ に 続 い た 。 指導教員 ・ 留学生 の 双方が， 日 本で の




表11 日 本語研修 コ ー スを受講 さ せ た 理 由
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に 必要
大学院受験で必要
日 本で の 生活 に必要
留学生本人が希望
その他
日 本語研修 コ ー ス 受講 の 成果 に つ い て は ， r と て も 成果があ っ たJ r ま あ ま あ 成果があ っ たJ r あ ま
り 成果がなか っ た J r全然成果がな か っ た 」 の 4 つ か ら 選 ん で も ら っ た 。 表 1 2 に 結果 を 示す。 回答者
の ほ ぼすべてが 「 と て も 成果があ っ たJ r ま あ ま あ 成果があ っ たj と 答 え てお り ， 受 け入れ指導教員 の
目 か ら 見て も ， 日 本語研修 コ ー ス の受講 に よ っ て一定 の 成果が あ が っ て い る と 認識 さ れて い る こ と が う
かがえ る 。
表12 日 本語研修 コ ー ス受講の成果
と て も | ま あ ま あ | あ ま り 成果が | 全然成果が
成果が あ っ た | 成果が あ っ た | なか っ た | なか っ た 無回答
9 1 1  。 。 1 
次 に ， すべて の 回答者 に 対 し て ， 今後留学生 を 受 け入れた場合 に ， 日 本語研修 コ ー ス を 受講 さ せ る 可
能性が あ る か ど う か尋ねた。 42人 の 回答者 の う ち ， 38人が 「受講 さ せ る 可能性が あ る J ， 2 人が 「受
講 さ せ る 可能性がな い J と 答 え た 。 残 り の 2 人 は無 回答で あ っ た 。 ま た ， r可能性がな い 」 と い う 回答
の理 由 は， r他大学か ら の入学者が多 い J r留学生 の受 け入れ予定がな い」 で あ っ た。 さ ら に ， r受講
さ せ る 可能性が あ る J と 答 え た指導教員 に対 し て は， ど の よ う な レ ベルの ク ラ ス を 受講 さ せ る 可能性が
あ る か も 尋ねた。 表13はそ の 回答結果 を 示 し た も の で あ る 。 こ の結果 を見る と ， 文 系 の 分野で は初級 ・
中 級 レ ベル と も に ニ ー ズが あ る の に対 し て ， 理系 の分野で は圧倒的 に 初級 レベルへ の ニ ー ズ、が高 い こ と
がわ か る 。
表13 受講 さ せ る 可能性があ る レベル
初級の み 初級 ・ 中級 中 級 の み 合 計
人文 ・ 社会 。 6 1 7 
理工 1 1  5 1 1 7  
医 薬 1 1  3 。 14 
全体 22 14 2 38 
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日 本語研修 コ ー ス は， 大学院入学 を 目 指す留学生 の た め に ， 専 門課程への橋渡 し を 目 的 と し て 開講 し
て い る 1 日 4 コ マ ， 1 5週 間 の 日 本語集 中 コ ー ス で あ る が， 来 日 と 同 時 に研究活動 を 開始す る 留学生の
場合， 研究室で の研究活動 に必要な 時 間 の 制約か ら ， 1 日 4 コ マ の受講は難 し い と い う 場合が あ る 。 そ
こ で， 現在コ ース で 開講 し て い る コ マ数につ いて指導教員 の意見 を 聞 い た。 表14， 15にその結果を示す。
こ の結果 を 見 る と ， 指導教員 の大半は今の 開 講 コ マ数で よ い と 考 え て い る よ う だ。 現在の 開 講 コ マ数が
多 い と 考 え て い る 指導教員 の ほ と ん ど は ， 1 日 2 コ マ あ る い は 1 コ マ で あ れ ばよ い と し てお り ， そ う な
る と ， 日 本語研修 コ ー ス の 開講 コ マ 数 を 変更す る と い う よ り も ， 専門課程へ の橋渡 し を 意 図 し た集 中 コ
ー ス で あ る 日 本語研修 コ ー ス で はな く ， 全学向 け に 開講 さ れて い る 日 本語課外補講 の受講 を勧 め る こ と
に な る だろ う 。 ま た ， 杉谷キ ャ ンパス の指導教員か ら は 「杉谷で開講さ れれば行かせ る 可能性があ る が，
五福 ま で行 く よ う に指導は し な い 」 と い う コ メ ン ト が得 ら れて お り ， こ の コ メ ン ト は三大学が統合 し て
で き た新富山大学の 中 で の 留学生セ ン タ ー の役割 を考 え る 上で も 重要な コ メ ン ト で あ る と 考 え ら れ る 。
表14 希望する開講コ マ数 (初級)
今の ま ま で よ い 少 な い 方が よ い そ の 他
人文 ・ 社会 5(83 . 3%) 1 ( 16 . 7%) O( 0 .0%) 
理工 1 1 (73 . 3%) 4(26 . 7%) O( 0 .0%) 
医薬 10 (7 1 .4%) 2 (14.3%) 2(14.3%) 
全体 26(74.3%) 7(20 .0%) 2 (  5 . 7%) 
( ) は受講 可能性があると 答えた人 数 (35人) 中の 割合
「少ない方がよい」 を選ん だ解答者の 希望コマ数 : 2コマ6人， 1コマ 1人
その 他 : 夜間授業， 早朝・深夜・ 休 日
表15 希望する開講コ マ数 (中級)
今の ま ま で よ い 少 な い方がよ い そ の 他
人文 ・ 社会 6(85 . 7%) 1 (14.3%) O (  0 . 0%) 
理工 4(80 .0%) 1 (20 .0%) O ( 0 .0%) 
医薬 2(66 . 7%) 1 (33 . 3%) O( 0 . 0%) 
全体 12(80 .0%) 3 (20 .0%) O( 0 .0%) 
( ) は受講 可能性があると 答えた人 数 (15人) 中の 割合
「少ない方がよい」 を選ん だ解答者の 希望コマ数 : 2コマ2人， 1コマ1人
研究活動 を 進 め な が ら 日 本語 を 習得 し よ う と す る 留学生 に と っ て は， ほ ん の わずか な時間 も 無駄 に で き
な い 状況で あ り ， キ ャ ンパ ス 問 を移動す る 必要 の あ る 杉谷キ ャ ンパ ス の留学生 に と っ て は， 日 本語研修
コ ー ス は受講 し に く く な っ て い る と 言え る 。 現状の 人員や コ ス ト の面か ら 考 え て も 杉谷キ ャ ンパ ス で 同
様の コ ー ス を 開講す る こ と は非常 に 困難で は あ る が， 杉谷キ ャ ンパ ス の留学生が少 し で も 受講 し やすい
環境 を 整 え ら れ る よ う ， 今後検討 を 進 め て い く 必要があ る と 言え る だ ろ う 。
次 に ， 日 本語研修 コ ース での指導内容 に つ いて， ど の よ う な点 に 力 を入れた指導 を希望す る か尋ねた。
「 日 本語で論文や レポー ト が作成で き る J r 日 本語で 口 頭発表がで き る J r 日 本語の講義 を 聞 い て理解
で き る J rゼ ミ で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン等 に 日 本語 を 用 い て参加で き る J r指導教員 と 日 本語でや り と り
がで き る J r研究室の他の メ ンバー と 日 本語でや り と り がで き る J r大学で の 手続き 等 を 円 滑 に進め る
こ と がで き る J r 日 常生活が 円 滑 に 送れ る J rそ の他」 の 9 つ の項 目 か ら ， 希望す る 度合 い の 高 い も の
か ら 順 に 5 つ ま で選んで も ら っ た。 回答の 1 位 を 5 点， 2 位 を 4 点， 3 位 を 3 点， 4 位 を 2 点， 5 位 を
1 点 と し て集計 し た も の が表16で あ る (上位 2 位 ま で の 回答 を網か けで示 し た) 。
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人文 ・ 社会系 で は大学で の 学習 ・ 研究 に 必要な力 の 養成が希望 さ れて い る 。 理工系 で は， 論文や レ ポ
ー ト の 執筆 に 必要な 力 の養成はそれほ ど求め ら れて い な い が ， 基本的 な 日 本語 の 力 に 加 え て ， 講義 の 理
解， ゼ ミ で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ， 指導教員や研究室 の メ ンバー と の や り 取 り ， 口 頭発表 と い っ た ア カ デ
ミ ッ ク な活動 に参加す る た め の 力 の養成 も 求 め ら れて い る 。 医薬系 で は ， 基本的な 日 本語力 の養成への
要望が強 く ， 研究室 で の メ ンバー と の や り 取 り に必要な 日 本語 力 の養成がそれ に 続 い て い る 。 全体的 に
は， 基本的 な 日 本語 力 の養成へ の 希望が圧倒 的 に 高 い と い う 結果 と な っ た 。 そ の他で希望 さ れて い る 項
目 は， 研究計画書， 志望理 白 書 の 書 き 方指導 ( 5 位) ， 調査な ど の資料 ・ デー タ 収集 ( 4 位) で あ っ た。
ま た ， コ メ ン ト と し て 「 日 本語 の 講義 を 理解す る た め に は， 日 本語一般 と 日 本語 の 専 門領域固有語 を 理
解す る 必要が あ り ， こ れ に 関す る 能 力 養成 は 日 本語研修 の 範 囲 を 超 え て い る 」 と い う 記述 も 見 ら れた 。
表情 日 本語研修 コ ー スで希望 さ れている指導内容
内
論文 ・ レ ポ ー ト
口 頭発表
講義
ゼ ミ で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
指導教員 と のや り 取 り
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8.4 日 本語研修コ ー ス， 留学生セ ン タ ー へ の 要 望
8 . 2節 ， 8 . 3節で見た質 問 以外 に 日 本語研修 コ ー ス お よ び留学生セ ン タ ー へ の 要望 を 自 由 に 記述 し て
も ら っ た 。 そ の 回答 を 以下 に示す。
く 日 本語研修 コ ー スへの要望>
(日 本語研修 コ ー ス修了者の指導教員)
- 日 本 の 学生 と の交流で本人が不都合 を 感 じ な けれ ば問題な い 。
- 研究計画書， 志望理 由 書 の 書 き 方等 に つ い て の 指導が求め ら れ る よ う に 思 わ れ ま す0
・ 専 門 書 の 読み方， 母国語 と 日 本語 と 英語 の つ な が り を お し え て ほ し い 。
・ 夫婦や子供連れで留学 し て い る 場合， 夜 間 コ ー ス を 設 けて主婦等 を 対象 と し た語学コ ー ス を 設 け て
は ど う か 。 私 は ド イ ツ で留学生活 を 送 っ た が留学生 に 限 ら ず主婦 も 参加 し て い た 。
- 日 本語能 力 試験 の 受験 も 勧 め る 。
- 留学生の 目 的 は研究で あ る た め ， そ の 時 間 が取れ る よ う ， 研修 の 時 間 を 設定頂 き た い 。 し か し な が
ら ， 研究 の デ、 イ ス カ ッ シ ョ ン の 中 で ， 語学力不足 に よ り 方針が理解で き な か っ た り ， 勘違 い を す る
様で は不足。
( 日 本語研修 コ ー ス受講者以外の留学生の指導教員)
・ 一般 に 初 め は 日 本語 を 学ぶ意欲が旺盛 な の ですが， 壁 に ぶつ か る と ， あ る い は研究配属後， 次第 に
あ き ら め る 様 に み え ま す 。 少 し ずつ で も あ き ら めず向上す る 努力 を 続 け る よ う 指導 し て く だ さ い 0
・ 杉谷で も 集 中 的 に や っ て も ら い た い 。 レ ベ ル を も う 少 し 細 か く 分 けて行 っ て も ら い た い (個別指導
な ど) 。
- 研究室内で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の み を考え た場合， 名詞は英語で表現でき る の で， 動詞の変化 (現
在， 過去， 未来， 希望) を き ち ん と 教 え て い た だ き た い と d思 っ て い ま す 。
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- 現在 の一 日 4 コ マ体制では， 学生が習 っ た 日 本語 を 実際使 う 時間が少な く ， 他の専門分野の 学習 時
間 も 確保で き ません。 さ ら に ， 一 日 4 コ マ も 受講すれ ば集 中 力 も 低下す る の で少 し も 効果的で は あ
り ま せん。 した が い ま し て ， 一 日 2 コ マ で十分です。
・ 病気や事故の と き ， 救急車や 医療機関へ の連絡の対応が取れる よ う に し て い た だ く と あ り が た い 0
・ 研究分野的 に言え ば， 口 頭発表， デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 日 本語で行 う よ り も 実験 を 先 に進め る ほ う が
重要。 研究室 内 に お い て 日 本人学生 と 最低限の一般的会話 さ え 可能な ら ばよ く ， 他は英語の ほ う が
好 ま し い 。 (研究分野 に よ っ て大 き く 異な る と 思 わ れ ま す)
- 今迄数人の 留学生 を 見て い る と ， 研究関連の会話 を 日 本語でで き る よ う に な る の は早 い 人 で博士課
程修 了 前後。 だか ら ， こ の研修は 日 常会話 の 手 ほ ど き で よ い と 思 う 。
- 杉谷か ら 五福 に 出か け る こ と に な る た め ， 時 間 の ロ ス と パス 代等の経費がかか る 。 杉谷キ ャ ンパス
で行え る コ ー ス を充実 さ せて く だ さ い 。
く留学生セ ンタ ーへの要望>
( 日 本語研修 コ ー ス修了者の指導教員)
- 日 本語教育 を主眼 と さ れ る 留学生セ ン タ ー の あ り 方 に は大変不満です。 文科省 の 国 際 プ ロ グ ラ ム 等
へ の ア プ ラ イ す る た め の支援組織 と し て 改変 し て い た だ き た い 。 あ る い は 「外国人 日 本語教育セ ン
タ ー」 と 改名 さ れ る べ き です。
. 1 年以上の長期 の 留学生 に 対 し て 日 本語教育は必要。 留学生セ ン タ ー の今 ま で の 日 本語研修 コ ー ス
は十分機能 し て い る 。 研究指導 ・ 講義等 を 英語 の みで行 え ばよ い ， と い う 考 え方は正 し く な い 。 留
学生は 日 本 と の交流 の 使節 と し て迎 え る こ と が大切で あ り ， そ の た め に も 日 本語が必要 と 思 う 。
- 現在 の と こ ろ ， 特 に 申 し 上 げ る こ と は あ り ません。 た だ知 的好奇心 と 熱意 に富みかつ意識 の あ る 学
生 に育成 ・ 教育 さ れ る こ と を 切望 い た し ま す。 話す こ と も も ち ろ ん重要ですが， I書 く J ( レ ポー
ト ・ 論文) こ と に い っ そ う 重点 を 置 い て ほ し い と 思 い ま す。 それは， と く に レポー ト や発表で の文
章で， 主客が不明確で あ る (主語 の な い文章が多 い ) 学生が 目 に付 く た め です。 大変ですが， よ ろ
し く お願い い た し ます。
・ 就職活動 に 備 え た ， ビ ジ ネ ス マナーや 日 本 の慣習 に つ い て の コ ー ス を 設置 し て ほ し い 。
・ 杉谷地区で は留学生セ ン タ ー の活動が皆 目 知 ら れて い な い 。 杉谷地 区 に 同様の機関 を 設置すべ き で
あ る 。 特 に 医薬系で は研究室 を離れて語学研修 を 受 け る 時間が と れず， 五福地 区 と 隔絶 し て い る 0
・ 今回 2 名 の 中 国か ら の留学生 に 日 本語研修 コ ー ス を 受講 し て も ら い ， 先生方の指導 に よ り 十分な コ
ミ ュ ニ ケー シ ョ ンが取れ る ま で に至 り 感謝 し て い る 次第です。 一部研究 ・ 実験 に 時 間 が取れず留学
生への精神的負担が感 じ ら れ ま し た が， 日 本人学生 の 時 間外補助 (夜間， 土 日 ) に よ り ， 何 と か乗
り 越 え た感 じ です。 そ の な か ， 誤解 を 生 ま な い指導がで き て い る の も ， 本 コ ー ス の お 陰 と 感謝 し て
い ま す。 今後 も 積極的御指導 と サポー ト の ほ ど ， よ ろ し く お願 い 申 し 上 げます。
・ 今 ま で以上 に 日 本語教育 を充実 し て い た だ き た い と 思 い ます。 円 滑 に 大学院生の募集 と 教育 を す る
た め に ， 日 本語予備教育は と て も 重要です。
- 大変熱心 に 指導 さ れて い る こ と に感謝 し て お り ま す。 今後 と も よ ろ し く お願 い い た し ます。
( 日 本語研修 コ ー ス受講者以外の留学生の指導教員)
- 研究指導 の 際 ， コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に 苦労 し て い ます。 こ れは非常 に難 し い 問題ですね。 既 に研究
室で確立 し た手法で機械的 に仕事 を 進 め ， 予定通 り う ま く い く 時 は良 い けれ ど も ， 少 し で も 新 し い
こ と を 工夫 し なが ら と か 困難 を 乗 り 越 え る た め に い ろ ん な選択肢 の 中 か ら 道 を選ぶ時の微妙な議論
に は非常 に むずか し い と 感 じ て い ます。 日 本語が困難だか ら と い っ て英語で と い っ て も ま た 困難な
も のです。 場合 に よ っ て は英語教育を し て も ら っ た方が良いか も し れません。 今年はエ ジ プ ト 人 (博
士課程) が来 る 予定ですが， 28才程 な の で ， ま た ， 既 に研究者 と し て は あ る 程度 出 来 上 が っ て い
る 人 と 思 わ れ る 人 な の で 日 本語は ど う で も 良 い と い う 気 も し ま す。 何か 良 い 意見や 明確な希望 を 出
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せ る と 良 い の ですが。
- 今後 ま す ま す留学生セ ン タ ー の役割 は重要 に な っ て い く こ と と 思 い ます。 全学の 中 で も 鍵 と な る セ
ク シ ョ ン で あ る と 思 い ま す の で ， よ り 一層 の充実 し た活動 を期待 し て い ま す。
- よ ろ し く ご指導 く だ さ い 。
- 留学生用 宿舎の充実 に一層努め て い た だ き た い 。
- 今年 3 月 に 卒業 し て い っ た卒業生へ の多 く の ご支援 に感謝 い た し ま す。
- 語学への “ な れ" は個人差が あ り ， 話 を す る こ と が好 き な 人 は上達速度が速 い 。 テ レ ビ の放送 を教
育材料 にす る と ， 日 本語能力 の チ ェ ッ ク に あ る 時期 か ら 使え る か も し れな い 。
9 おわ り に
富山大学留学生セ ン タ ー は設置か ら 10年が経過 し た 。 大学院入学前予備教育 ・ 日 本語研修 コ ー ス も ，
2008年 3 月 に は第 1 9期 生 を 送 り 出 し ， こ れ ま で に 文部科学省か ら の配置学生， 学内措置 に よ る 受講者
を 合 わ せ て 1 32人が修 了 し て い る 。 2009年 9 月 に は第 1 期 の 開 講か ら 丸山年 を 迎 え る こ と に な る 。 こ
の 10年の 聞 に ， コ ース を取 り 巻 く 状況 も 変化 し ， それ に合わせて コ ース の 内容等 も 少 しずつ変えて き た 。
2008年度は， 日 本語研修 コ ー ス と 日 本語課外補講 の 合 同 開 講 ク ラ ス が増 え ， 特 に 中 級 ク ラ ス は午前
中 の 1 0 コ マすべて を 日 本語課外補講 と の 合 同 ク ラ ス と し て 開 講す る こ と と な っ た 。 ニ ー ズや 出 席 の 要
件な どが異な る 2 種類 の 学生が同 じ ク ラ ス で学ぶ こ と に な っ た が， 現時点では， それぞれの プ ロ グ ラ ム
の 受講者 の 満足度が高 く な る よ う な授業内容が提供で き て い る と は言 え な い 。 2009年度は 日 韓共 同 理
工系 学部留学生 プ ロ グ ラ ム に よ る 留学生 の 受 け入れ も 予 定 さ れてお り ， そ の 学生 は来 日 後， 学部入学前
の 予備教育 と し て 日 本語研修 コ ー ス 中 級 ク ラ ス を 受講者す る こ と に な る 。 つ ま り ， 日 韓 プ ロ グ ラ ム の 学
生 に と っ て も 満足度が高 く な る よ う な授業 内 容 を 提供 し ， 彼 ら が学部 に 進学 し て か ら 授業 に つ い て い け
る だ け の 日 本語力 を養成 し な ければな ら ず， 中 級 ク ラ ス の カ リ キ ュ ラ ム の 整備が急務で あ る と 言え る だ
ろ う 。
今後 も ， 国 の留学生受 け入れ政策や大学 と し て の 留学生受 け入れ方針の変化 に合わせて ， 日 本語研修
コ ー ス を取 り 巻 く 状況 は変化 し て い く こ と が予想 さ れ る 。 ま た ， それに と も な っ て ， 指導教員や留学生
のニーズ も 変わ る 可能性が十分 に あ る 。 さ ま ざ ま な変化 に 瞬時 に対応 し ， よ り 中 身 の濃 い コ ー ス が提供
で き る よ う に ， セ ン タ ー教員 ， コ ー ス 担 当 非常勤講師 を は じ め ， 受講者の指導教員や事務系職員 と も 連
携 を 密 に し て指導 に あ た っ て い き た い 。
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